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一、食に代表される農業は、地球環境と生命維持にとって、消費者においても生産者においても、国民の大切な権利として最高に尊重されなければならない。
一、コメと野菜の栽培においては、生産者として誇りと自信を持って、良食味と共に安全を最大限に確保し、消費者に提供する。
一、安全確保において

　　（１）生産圃場では、無農薬・有機肥料栽培を追求しつつ、気象・圃場条件によっては、減農薬・減化学肥料の内容を公開して栽培する。

　　（２）圃場周辺の農道・畦道は、草刈を基本として環境と景観を守る。

　　（３）可能な田から、ビオトーブ圃場栽培を拡大、試行し、稲と生物の共存をはかる環境保全の農業をめざす。
一、米栽培は圃場ごと、野菜類栽培は品目ごとに栽培履歴を記録し、いつ
　　でも公開できるようし安心と信頼も提供する。
一、工場生産と違い、自然環境との格闘での農業生産活動においては、後継者が育ち、再生産が可能な価格保障と所得補償を求めつつ、当面は農業生産労務費をせめて勤労者並の『最低賃金』で計算し、価格設定販売に理解を求めていく。

　＃この文は、平成９年作成の『魚沼コシヒカリ物語』の精神を簡潔にまとめたものです。
